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こ う し こ
格子子，横部材である貫の幅・奥行き，及び格子子間の
空隙の寸法測定を行った。また，格子子の種類は，幅の











図 5 2005年 C 版塗料用標準
色見本帳（ポケット版）
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幅と奥行きとの関係，図 9に貫の幅と奥行きとの関係を
示す。子格子の幅は 14～35 mm，親格子の幅は 26～84
mm であり，親格子に幅の寸法にばらつきが見られた。
また，親格子・子格子ともに，ほとんどの店舗におい
て，奥行きは 20 mm 前後であった。また，貫において
も幅 25～63 mm と寸法にばらつきが見られたが，奥行
きはほとんどの店舗において 10 mm 前後であった。こ
れより，格子子・貫ともに幅は店舗によって異なるが，
奥行きはほとんどの店舗において，格子子が約 20 mm，








より，店舗 C・E・G のように約 40～80 mm と幅が大
きい店舗もみられるが，ほとんどの店舗において，20～
30 mm であることがわかる。図 11に子格子の幅と空隙
の幅との関係を示す。これより，ほとんどの店舗におい
















は主に R 系，YR 系，及び N 系の 3種で構成されてお
り，ほとんどの店舗において明度・彩度ともに低いこと
が分かる。これは，景観地区において，主要な外壁に禁
止されている色彩として，R 系・YR 系で彩度が 6を超
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